●褒め言葉カードの遊び方
Ⅰ、個人での遊び方
1. 「今日のラッキー褒め言葉ゲーム」
褒め言葉の選び方～今日のラッキーカードを教えてくださいと声に出しながら、カードを７回切ります。一番上のカードが今日のラッキー褒め言葉になります。もし、ちょっと違うかなと思ったら、「チェンジ」と言って、そのカードを元に戻して、再度、７回カードを切ります。一番上が今日のラッキーカードです。このラッキー褒め言葉カードは今日一日、常に携帯します。そして、実際に会話の中で相手に向かって言うことを意識します。また、メールを送る時も文中に入れるようにします。
2. 「一日の最後の自分褒めゲーム」
「今日もありがとうございます」と言いながら、カードを７回切って、一番上のカードを取ります。さらに７回切って一番上のカードを取ります。この動作を合計5回行います。その5枚を自分の名前を入れて褒めましょう。また、二つの褒め言葉を続けて褒めてもいいです。名前は、自分にとって親しみやすい呼び名でかまいません。ニックネームや幼少の頃の名前でもOKです。例「○○ちゃん、すてき！」「○○ちゃん、素晴らしい！」
3. 「自分の嬉しい褒め言葉ゲーム」
自分が言われて嬉しい褒め言葉を10枚選び出します。その10枚の優先順位をつけます。自分が言われて嬉しい褒め言葉が分かります。そして、２でやったように自分の名前を入れて自分を褒めてみましょう。また、できれば、その褒め言葉を周りの人に言ってもらうように頼んでみましょう。心の壺が満たされる体験ができます。
4. 「自分の欲しい褒め言葉ゲーム」
カードの中から今の自分には自信がないけれど、未来の自分に欲しい褒め言葉を3枚選んでみます。自分のこれからの行動目標やミッションも見つかるかもしれません。
5. 「好きな人の良いところゲーム」
自分の好きな人（恋人、気になっている人）をイメージして、その人にふさわしい褒め言葉を全部選び出してみましょう。好きな理由が分かるかもしれません。自分の価値観も分かるかもしれません。
6. 「人間関係改善ゲーム」
苦手な人で仲良くなりたい人を選んで、その人にふさわしい褒め言葉を選び出してみましょう。すると、意外ないいところに気づくことができるかもしれません。
7. 「家族の良いところ探しゲーム」
父親、母親、祖父、祖母、兄弟、姉妹、子ども、夫、妻など、身近な人にふさわしい褒め言葉を選び出してみましょう。一人ずつ、その人のことを思いながら選んでみましょう。
●グループゲーム
9、「自分の嬉しい褒め言葉ゲーム」
　場に褒め言葉カードを裏返しして広げます。一人5枚ずつランダムにカードを取ります。その後で、カードを全部表にします。順番に場の中の自分が嬉しい褒め言葉を取っていきます。その時に自分の手札を一枚場に戻します。常に手札は5枚です。この動作を5周続けますが、途中で5枚全部が自分の嬉しい褒め言葉になった人は、ゲーム終了です。
　全員が5枚のお気に入りの褒め言葉になったら、順番に、その褒め言葉のエピソードや感想を話していきましょう。
10、「他人褒め実践グループゲーム」
一人がカードを分からないようにランダムに１枚選びます。そのカードをみんなに見せて、そこに書いてある褒め言葉を使って、その人を誉めていきます。名前を入れるのがコツです。名前と褒め言葉を入れるだけでもかまいません。例、「○○さん、カッコいい！○○さん最高！」
11、「褒め言葉感動グループゲーム」
グループの中から一人を選び、その人にふさわしい褒め言葉をその人以外の人が話し合いながら選んでいきましょう。最終10枚に絞ります。10枚に絞ったら、その人に向かって、代表者が本人に向かってその褒め言葉を伝えます。本人は、その感想を伝えます。
12、「褒め言葉モデル演技ゲーム」
グル―プになって、一人がカードを選びます。残りの人は、そのカードに書いてある褒め言葉を言いながらモデル演技をします。
